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デ ュ レ ンマ ッ トの 「依 頼 」につ い て
佐 藤 俊 哉
デュレンマッ トの作品には先ず ミステ リアスな要素があって,そ れへの興味
によって読者 をひ きつけてい く物語の展開方法がよ くある。 それが彼の作品の
場合には殺人のように極めて異常な出来事がその発端 となってお り,しか もそ
の事件が謎めいた要素 によって包 まれているといういわゆる探偵小説 とか推理
小説 とかいったような趣の ものが多い。
例 えば,1950年の 「裁判官 と絞刑吏」で は道端 に停 まっていた車 のなかか ら
警官の射殺死体が発見 されるという設定であ り,1951年の 「嫌疑」では前作の
「裁判官 と絞刑吏」の主人公である警部が致命的な病いにかかって入院 した先で
不審に思 った,人物入れ替わ りの トリックがそのはじま りであった。さらに1958
年の 「約束」で も連続する幼女殺害事件が物語の冒頭にきている。 この 「約束」
という作品 は副題 として 〈推理小説へのレクイエム〉なる些か気になるタイ ト
ルが付 されている。 ここで はいわゆる推理小説 に於 ける作者の物語構成 に関す
る恣意的なや りかたが登場人物 によって非難 されるというかたちをとっていた。
た とえば物語のなかで偶然 あることが起 った とされて も,そ れは作者の意図に
おいて必然でしかない。そのような不 自然への訣別が上述の副題 となったので
ある。(註1)
ここで とりあげる作品 もその発端 はひ とりの女性の死,そ れ も失踪 とい う謎
を予め残 したうえ,暴 行による異国での死 となっている。 しか しなによりも先
ずこの作品の題名 にふれてお く必要力§ある。 ただ内容に少 しもふれずにこれに
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ついて云々 するの は意味 がないので前以 てその いわ くあ りげな ところだ け は念
頭 におい てお くべ きであ ろう。タイ トル は「DerAuftragoderVomBeobachten
desBeobachtersderBeobachter」で 「依頼 或 は 見張 るひ とび とを見張 る
ひ との見張 りについて24の 文か らなるノヴェ レ」 とい ういわ ばいれ こ細工 め
いた ものであ り,ひ とつ の章が さまざ まな品詞 を駆使 して作 り挙 げたひ とっの
文章 によってで きあが ってい る24の章 を もった ノヴェ レで あ るとい う ことなの
であ る。 ここに現れ てい る24の数字 は12の平均律 に基づ いたすべての長 調 と短
調 か ら作 曲 され たバ ッハ の 「平均律 ピアノ曲集 」 に啓発 され た とい う ものであ
る。(註2)
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発端 はある女性 の死である。 しか しそれが謎めいた ものであることはこれま
でのデュレンマ ッ トの作品の多 くの例にもれない。テロリズムに関する著作 も
ある精神病理学者オッ トー ・フォン ・ラムベル トの妻 ティーナが失踪 し,ア フ
リカの砂漠で惨殺死体 となって発見 され,そ の遺体 を棺 にいれてヘ リコプター
に結 びつけて運 ばせる冒頭の場面 は極めて劇的効果を もっている。学者ラムベ
ル トは名前の知 られている女性 カメラマンFに 死 んだ妻の後 を辿 ってそれをフ
ィルムによって再構成 してほしいと 〈依頼〉する。 これは医者で もある彼が抑
響状態に悩む妻をひ とりの患者 として また自分の研究対象 として見 ていたこと
や,そ れでいなが ら彼女の失踪に思い至 らず,み ずか らの学問の限界 を知 った
ことへの一種告白めいた依頼で もあった。 しかし彼 はそのフィルム完成の時 に
は学会や検事たちの前で見せる気持ちをもあわせ もっているのである。委託の
胡散臭さに乗 り気でないスタッフとともに彼女はアフリカに飛ぶ。 そこの空港
で現地 の警察 に迎 えられた時か らFの一行 はその活動が警察が らみのものとな
って文字通 り見張 られることとな り,彼女の思い通 りには捗 どらない。彼女た
ちには通訳がつかず,同 行す る警察官 は言葉がわか らない し,撮 影 したフィル
ムが抜 き取 られ現地の警察の近代的設備 を誇 るようなものにとってかわ られる。
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ティーナ殺 しの犯人がでっちあげられ銃殺 されて事件 は解決 と帳尻 りをあわ さ
れ る。撮影隊 はお帰 りください と言 うわ けであるが,Fに とって納得のい くも
のではない。彼女 自身 による事件の追及 となる。彼女の前 に現れて くるのは,
諜報機 関の長官 であ り,軍 事機密に通 じたカメラマンであ り,ヴ ェ トナム戦争
か らの生還者であるといったような現代世界の一面を代表する人物たちである。
ひ とりでテ ィーナの跡 を辿 るFは ポ リュフェモスと自称 するカメラマ ンによっ
て砂漠の真 中にある地下施 設 に連れ込 まれ,そ こが東西両陣営 の兵器の競争,
一種 の実験 を見張 る場所 であるとを知 らされ る。(註3)その間失踪 して殺 され
た筈 のティーナが生 きてフォン ・ラムベル トの もとに帰 り,実 際の被害者 は砂
漠の兵器実験場 をスクープ しようとしたデンマー クのジャーナ リス トとわか る。
彼女 は現実 をあるが ままに とらえようとす るポ リュフェモスのカメラの前で,
彼が世話 をしているヴェ トナム戦争の犠牲者であるアキレスによって凌辱,殺
害 され たのである。おな じ状況 に置かれたFは 結局多 くのカメラマ ンの出現 と
い う奇妙な出来事 にその命 を救われ る。(註4)
フィルムによる殺人 の再構成 とい うジャーナ リズムの世界 に,警 察か ら諜報
機関や軍隊 に至 るあ らゆる国家権力が介入する ところとな り,そ れが さらに国
家間の問題 にまで及んで くる。
この物語の進行 を支 えてい るのは,ひとりの女性の失踪 とい う謎で あったが,
それ を追 い掛 けるジ ャーナ リス トFの もつ役割の変化 に注 目す るともうひ とつ
別 の構図が浮 かびあが って くる。殺人 の再構成 とい う当初の依頼 は,偶 然 の場
面 を組 み合わせて全体 を形づ くり,最 終 的には地球 の全体像 をレポー トしよ う
とす るFに とって は従来の仕事 の延長であったろう。 しか し彼女 自身 この申 し.
出 を引受 け,フ ォン ・ラムベル トか ら調査のためにあずか ったティーナの 日記
にはしり書 きされた住所,そ れ は以前 に死んだある画家の住 まいなのだがそ こ
を訪れた時,自 分の目の前 に しているのが他 な らぬF自 身の姿であるような描
かれ方 をされてい る。それ はつ ぎのような書 き方によるのである。Fが 尋ね た
画家 のア トリエで見つ けた女性 の肖像画 は,捜 し求めるティーナ ・フォン ・ラ
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ムベル トが失踪当時着ていたような赤い毛皮の外套を来た人物 を描いたもので
あった。それを見てFは つ ぎのようにおもう。「彼女の前に反抗的に立って大 き
く目を見開いているその女性が彼女自身であるような気が した」 と(S.34)。
ここか らたびたびFが 自分 を消えた赤い外套の女 と同一視するところが物語の
すすむにしたがって現れて くる。
Fがア トリエで見つけた赤い外套の女の絵 を,や ってきたアフリカの地であ
らたに回想する時それ はさらに強 まるのである。「あの女 は彼女の記憶 のなかで
ますます自分自身の顔つ きをとりはじめていた」(S.53)。
そして土地の者 しか入 りこまぬ一郭の店頭に赤い外套を見付 けた時,彼 女が
なん らの躊躇 もな く 「それがティーナ ・フォン ・ラムベル トの毛皮の外套だと
わかった」ことや 「それがい くらかかろうとも買取 ろうと決心 した」(S.54)
ことも,Fが いわばその変身を遂げたといって もさしっかえあるまい。彼女の
決心 は強固なものとな り後に引 き返す ことはあ りえない。
また諜報機関の長官がFの 事件の真相へ迫ることを止めさせ るように,孤 立
した砂漠のなかのもはや営業していない古いホテルに置 き去 りにした時,彼 女
に食事 を供する老婆 はティーナの名前 を繰 り返す。 もちろんそれはFの 着た外
套をさしてそういうのだが,こ こではそれ以上の意味をもつ複合性を考えるべ
きであるし,Fの そこでの行動 を殺害されたデンマークのジャーナ リス ト,イ
デ ・ゼーレンセンのかつてのそれに重ね合わせることがで きる。 これ以後読者
はFの 動 きのなかにゼーレンセンの死への軌跡がはっきりと二重映 しに焼 き付
けられていることを見て とるのである。
さらに諜報機関の長官はFに 手 をひかせようと桐喝す るが,そ こにはF自 身
の ものではない人物の印象が加わっている。「もしあなたが今赤い毛皮の外套 を
着て,あ なたが はじめに思っていたひとの役割で山にむかった り,砂漠にまで
もでかけた りするならば,わ た しはあなたの手助けをすることは出来 ません」
と(S.79)。即ち役割 という考え方である。
カメラマンのポ リュフェモスに地下施設に連れ込 まれてか ら,Fは 彼の撮影
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したゼーレンセ ンの フィルムを見せ られ る。「彼女 は初 めてイデ・ゼー レンセン
を見た。赤い毛皮の外套 を着 たす らりとした女性 だった。彼女 は広い砂漠 に入
り込んだ。 その時彼女 は先ず そこに歩 いているのが彼女 自身である ように思っ
た」(Sユ21)。
Fの変身の意識 についての例 はこれで じゅうぶんすぎる くらいで ある。 とこ
ろで彼女のそのような変化 はある人物 に よって予測 されていたことであ る。彼
女がフォン ・ラムベル トか らの依頼 を引 き受 けた時にそれを告 げた相手が そう
だったので ある。彼 は論理学者のDと 呼 ばれ る,大 学で二,三 人 の学生 しか受
講 しない講座 を もっているらしい男で後 でふれ るように この物語で ひ とつ の要
素 を代表す る人物 なのである。Fが 自分 の引 き受 けた仕事 に関 して感想 を求め
ると,Dは 次のようにい う。「君 は新 しい役 を求めているのだか ら,砂 漠へ行 こ
うとお もっているのだ……(略)… …君の古い役割 はそれぞれの役割 を観察す
る者 のそれだ ったのだ。今や君 は正反対 の ことをしようと決 めてい る。……対
象 を前提 とす るものをポー トレー トす るのでな く,再 構成 すること,君 のポー
トレー トの対 象を作 ること……結局 自分 自身 をレポー トす るのか どうか もわか
らない」 と(S.30)。
赤 い毛皮 の外套 を身 につけた時か らFは 対象 とされる側 にまわったのである。
別 に場所 を改めて触 れなけれ ばな らないが,ヴ ェ トナム帰 りのアキレスに襲わ
れて逃 げまどうさまをポ リュフェモスに撮影 される箇所で は次の ような説明が
ある。「殺 される女 をポー トレー トしよう という試みが今 やなされたのだ。しか
しただ彼女 自身が殺 され る女 になる とい うことを別 にすれ ぼであった。彼女が
そうするのではなかった,彼 女が そうされたのであった」(S.129)。こういっ,
たな りゆ きは論理学者Dの 判断 とはべっに彼女F自 身の在 り方か らも考 えられ
うるものである。 それ は精神病理学者 の妻,テ ィーナの蒸発 が彼女の ノイロー
ゼか らきた きわめて 日常的な もの と分 かった時点でのFの 心理か ら納得 で きる
ことが らであ る。Fが その失踪の背後 に考 えていた ようなあ る種 の哲学的な理
由は彼女の個人的思い込みにす ぎなか った。みずか らの勝 手な想像 の産物 に思
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い知 った時,彼 女はティーナのパスポー トや赤い毛皮の外套を譲 り受 けて,そ
の一部 を東西両陣営の兵器実験場 として供 している結果になっているこの国 に
侵入した女性 ジャーナリス ト,イデ ・ゼーレンセンに変身 したように感 じたの
だ(S.80-81)。つまり彼女のこの行動は,平 凡な日常性か らの脱出への意志
ということばでいいあらわすことができる。 もっともそれによって彼女の得た
結果の生々 しさは,彼 女の観念的な理解 とはまった くことなった現実のもっ筆
舌に尽 くし難 い醜悪なもの,た とえば彼女を襲 うアキレスの暴力に象徴 される
具体的なもののもつ強 さにほかならなかった。いまFの意識の変化 を日常性か
らの脱出 といったが,こ の こととさらにもうひとつの理由を考えることも可能
である。それ はこ⑳作品の扉の部分に引用 されたゼーレン ・キルケゴールの言
葉 によるものである。彼の 「あれか,こ れか」のなかのつぎの部分である。何
がやって くるのだろう?何 を未来 はもた らすのだろう?私 はわからないし,
まるっきり見当 もつかない,と いう不安を表すことばではじまる,糸 にさがっ
た宙ぶ らりんの蜘蛛にみずか らをた とえた箇所がそれを教 えて くれ る。 この く
だ りは赤い毛皮の外套の女 を追い掛 けてきたFが,諜 報機関の長官に連れ込 ま
れて置 き去 りにされた古いホテルの一室の紙屑籠のなかに見付け出したもので
ある。何 もない空間を前方にした蜘蛛の例 えによって示 されていたゼーレンセ
ンの不安がFの ものともなって彼女を前へ と駆 りたてていったのである。
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これ までは女性カメラマンのFが 受 けた依頼 を中心 として彼女の行動 と意識
の変化,推 移について書いてきた。 さてここではこの作品の副題である 「見張
る人々を見張 る人の見張 りについて」を考えてみる。すでに述べてきたことか
ら明 らかであるが,物 語に登場するひとび とのそれぞれがなん らかのかたち或
は意味 において 「みること」に関わ りをもっている。
殺害された とお もわれた妻のレポー トを,と いう依頼 をもちだした精神病理
学者のオットー ・フォン ・ラムベル トは医者 として患者 を 〈診る〉ことが彼の
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仕事 であ り,ま た学者 として対 象を 〈観察す る〉のがその使命で ある。妻の失
踪 の原因が,患 者 としてのみ扱 われ,妻 として対処 されなかった ことだ とい う
の は,結 果 として違 っていることで はあるが,物 語の筋 をすすめてい くうえで
欠 くことので きない 「み ること」のひ とつの側面 を明 らかに して くれる。科学
の対象 として或 る もの をみる時,そ の ものは感情 の範囲外 に於いて考察 され,
扱 われ る。 それゆえ逆 の立場 にあるものに とってのなされ方,極 めて俗 ないい
かたであるが生 ま身の人間 には堪 え難 い もの とい える。 それが ティーナの場合
であ ると専門家 のフォン ・ラムベル トも思 った し,ま たイ ンテ リの女性 である
カメラマンFも その ように考 えたので ある。科学者 は人間 を 「み ること」 によ
ってそれ を物質化す る。
一方医者である夫 の フォン ・ラムベル トによって 「み る こと」 をされていた
テ ィー ナは彼女 な りに 日記 をっ けていたのである。 この ことも 「み ること」 に
関わっていることは理解 に難 くない。 た とえば彼 女 は夫 についてそ こに克明 に
記 すのである。 しか しその記述 の詳細 な ことが ここでは 「みるこ と」 について
のひ とつの特性 を先の例 と同 じ く示 して くれ るのである。 テ ィーナの日記 は夫
の科学者 の もの とは全 く対照的 な もの とな ってい る。彼女 は夫の行動 をこと細
かに書 き込んでい るが,そ の微細 な描写,た とえばどの ように彼が歯 をせせ る
のか,ど の ように身体 を掻 くのか,そ して また どのよ うに舌打ち し,咳 を し,
くしゃみをするのか といった何ページに もわ たって書 き込 まれ る彼 の様子 は,
科学 の客 観的な観察 とは無関係 な,そ れ どころか憎悪に満 ちたテ ィーナの夫 に
たいす る呪誼 ともみ える。実際 この 日記 を読んでFは 食欲 をな くす ほどの もの
なので ある(S.14)。彼女 は 「みること」 によって自分 の憎悪の感情 を明確に
し,夫 の立つ地点 とは正反対 の ところに位置す るにいたってい るのである。
つ ぎに くるのは この物語 の主人公 ともい うべき女流 カメラマンのFで あるが,
この作品で はカメラマ ンを含 めたジ ャーナ リス トが多数登場 す る。彼女Fの 他
に,実 験 射爆場 としての戦場 のスクー プを狙 ったふ た りのデンマー ク人 ジャー
ナ リス トたち,殺 害 された赤 い毛皮の外套 を着 た女 イデ ・ゼー レンセ ンとその
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協力者で爆死 したカメラマン,ビ ョル ン ・オル セン。そ して現実 を把握す るこ
とをみずか らの課題 として,殺 人 さえ もその写 して捉 えるべ き対象に し,Fを
もそこへ まきこむポ リュフェモス。 そして名前 は挙 が らない もののFと ともに
アフリカの地 にやって きた撮影隊 の一行,及 び彼等を撮影する現地のテレ ビの
カメラマ ンたち,さ らにはこの国での武器実験 と戦争 を日々のめしの種 に しよ
うと馳せ参 じたカメラマンや写真家 たちを挙 げることがで きる。 しか し主人公
であるFは,彼 女の 日頃か らの意 図,地 球 の全体像 を作 りあげ ようとす る気持
ちを結局 の ところなん ら成就で きない し,ま たそれへの試 み もし始めるこ とさ
えで きず に,彼 女 は撮影 され る側 に,「みられ る」方にかわって しまう。彼女 は
物語の案内役 をつ とめている といえる。・
ポ リュフェモス と名乗 る若いカメラマ ンは,尊 敬 して きたFの ポー トレー ト
を完成 しようと彼女の後か ら密かに追 い掛 け,赤 い毛皮 の外套 を買い込 んだ彼
女 をもそのカメラに収 めていたのであ る。彼の経歴 もや はり 「みること」 と密
接 に関わ っていて現在の彼 の姿勢 を作 りあげてい る。父親 はニュー ヨー クのブ
ロ ンクスで写真屋 を営んでいたが,「展示すべ きでない紳士」の写真を飾 ったた
めに,身 体 を銃弾で蜂の巣 にされ た。 それい らいポ リュフェモス も盗 み撮 りに
よる恐喝 によっていわゆる裏側 の世界 を渡 り歩 き始 め,そ の対 象 とす るところ
はこそ泥,押 し込 み強盗か ら政界,国 家機密 にいたる広範 囲なもの とな る。知
りす ぎた男 としてポ リュフェモスは軍関係 に身を置 き,さ らに この施設 に まで
や ってきた という。 ただ ここで念頭 に置いてお くべ きことは,ポ リュフェモ ス
の これ まで の経歴に まつわ る非常 に日常的で低俗 な出来事 についてであ る。彼
の主張す るところは事 実をいわ ば金科玉条に してあれ これ と撮影 して まわ る単
純 な現実主義 に基づいていた。殺人 もそれ は現実であるという,或 はその よう
な限界状況 こそが現 実にあたいするといいたげな幼稚 な主義主張であった。従
ってそのような彼の辿 って きた人間臭いあれ これ とすべてが自動制御装置 によ
って管理 されているこのようなシステムの作用す る ところは合 うはずが ない。
したが ってい まや彼の存在価値 は少ない。 この完壁なオー トメー ションをさら
－rntl10一
に 「見張 り」「監視」しているのが,射 爆施設の上空に浮かぶよう操作された人
工衛星であ り,それをまた 「見張 り」「監視」するもう一台別の人工衛星がある
という秘密がポリュフェモスの口から語 られる。見張 り,見張られることの無
限につづ く悪循環 は現代国家間の軍備拡大競争に限 られるものではない。すで
にこの小説の発端 においてきわめて日常的な夫婦の例 によってそれが語 られて
いたのである。患者 として診 られていた妻が,医 者であるその夫を克明す ぎる
ほど詳細に書 きつづっていた日記を夫によって逆に盗み見 られていたというエ
ピソー ドを思い出すべ きであろう。
そしてまたひとつの例 を警察署長 と秘密機関の長官の権力闘争にみることが
で きる。武器生産国に買収 されてしまっている前者 と,ゼ ーレンセン事件によ
って国際的スキャンダルを起 こそうとしている後者 は互いに隠しマイクによる
盗聴 をおこなっており,先の 「見張 り」 と 「見張 られること」の循環の構図が
ここで もみられる。
3
これ まで女性 カメラマ ンFの 役割 と,彼 女 を とりま く 「見張 り」 と 「見張 ら
れる」ことのそれぞれ についてふれて きたが,「み ること」にあ まり関 わ りを持
たない人物 がふた りいた。それ はFが 引 き受 けた依頼 について話 を し,そ れ に
たい しての感想 を求めた論理学者Dで あ り,も うひ とりはすでに名前のみ挙 げ
ておいたヴェ トナム戦争か らの生還者,呼 び名 アキレスである。 ただ しアキ レ
スはこの物語のなかで そうなのであって,そ れ以前 の泥沼の近代戦 にあって は
まさに 「見張 る」 ことと 「見張 られ る」 ことの真 っただ中にその身 を置いてす
ごして きたのであ る。 したが って彼 を先 のよ うに規定す るの は適 当でないか も
しれないが,彼 が この作品中で持 つ意味 においてそのような位置 づけ をお こな
うことが正 しい と考 える。
ポ リュフェモス とアキ レスが知 りあったのはヴェ トナム戦争末期 の ことで あ
る。 アキレス は 「ヒル ビ リイ大学 とかい うところのギ リシャ語 の教授 で,非 番
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の時 にはホーマーを読み,〈イ リア ッド〉の一節 を声高 く引用 しなが らの,海 千
山千の爆撃機パ イロッ トであ った」(S.115>。彼の縛名 はその風変わ りさと無
鉄砲 さによっていたが,彼 はハ ノイ爆撃中に被弾 した飛行機 を自動制御 によら
ぬ,み ずか らの操縦 によってポ リュフェモスを連れて血 み どろの帰還 をな しと
げたのである。彼 の この行為 にアキレスの名前 は友情 にあたいす るその本来の
意味 を蘇 らせた。またポ リュフェモスの呼 び名 はこのアキレスが与 えた もので,
自分 にむけたカメ ラを操作す る彼 をそう呼 んだのである。 ちなみ にポ リュ フェ
モス とは,ホ ーマー において はひとつ眼の巨人族の ことである。 しか しホーマ
ー作 のギ リシャ最古最大の英雄叙事詩 に,コ ンピュー ターが主役の近代戦 はふ
さわ しくない。ポ リュフェモスを介 して女性 カメラマ ンFに 語 られるアキ レス
のア レス賛歌,す なわちギ リシャ人 たちの戦 いの神への賛歌 は,人 間 を冷 た く
排除 しつつなおかつ臓滅す る機械化 された戦争へのアンチテーゼ とも言 うこと
がで きる。
「槍の一突 きを避 け,つ る ぎの一太刀を盾で受 け,押 しかか り,打 ちかかる。
敵 はそこにいる。相打つ肉体,敵 の怒 り,そ の喘 ぎ,そ の汗,そ の血が,お の
れの怒 りと喘 ぎと汗 と血 とひ とつになって,不 安 と憎 しみの錯綜 とな る。ひ と
はひ とに掴 み掛 か り,噛 み付 き,食 い裂 き,切 り刻 み,刺 し殺 しそ してけだ も
の となった.1(S.116)。
これ らに続いてアキレス はいう,戦 争が技術 的になれ ばなるほ ど,敵 は抽象
的にな ること。ただ器具 を見張 り,無 線 の指示に従 って緯度,経 度,高 度 を表
す立体幾何学の座標 の抽象的なあの点へ と飛行機 をもってい くにす ぎない こと。
すべて自動制御 で じぶんたちは針 と時計 の単 なる見張 り人で,そ れ も見 張 りの
機能で しかない こと。 コンピュー ターのような魂のない機械 になるか,動 物 に
なるかで ある,と 。(註5)そ の結果 アキレスは動物 にな り,イ デ・ゼー レンセ
ンを犯 し絞殺 し,あ らたにFを 襲 うに至ったのである。アキレスは彼の血 と肉
の犠牲 によって,機 能 にす ぎなかったみずか らの抽象的な存在 か ら帰還 した こ
とにな るのであ る。 しか し生還 した とはいえ動物的であ り犯罪 的である彼 の姿
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が,あ る象徴的な印象をもっているのは,作 者がつぎのように書いている時で
ある。物語の最後の方でポ リュフェモスに連れ られたアキレスがFに 襲 いかか
る直前の部分である。
「彼のそばにはアキレスがいた。相変わ らず半ば朦朧 として身体 を上下に揺す り
なが ら,〈イ リアス〉を引用 していた。詩句 は鉄の破片が彼に当た りはしたが破
壊することので きなかった唯一のものであった」(S.128)。
このことばを前 にした時,ア キレスの行 ってきたさまざまな行為にたいして
どのような反応をすべ きかを云々することはまったく余計なことか も知れない。
彼の残虐な殺害行為 に言及す ることが文学的 とはいえぬ性質をもったものであ
ることは確 かであるような気がする。 しか しFに 躍 りかかる寸前で現れた警察
署長や諜報機関の長官 とその部下や多 くのカメラマンの注視のなかで銃弾に倒
れるアキレスにこのような表現の言葉を与えることを,デ ュレンマッ トのアキ
レスに捧げた花束 と理解することもで きると思われる。(註6)
アキレスは死んだ。そしてポ リュフェモスも逃 げ込んだ先の地下施設の爆発
とともに死 んだとおもわれる描写がある。ただここでアキレスの動物的な行為
が機械 へのアンチテーゼであった とおなじように,ポ リュフェモスが現実 と呼
ぶ彼の撮影欲 をそそる人間の苦悩や死 をもここに並べることもで きる。だが し
かし例 えば被弾 した車 とともにオルセンが吹 き飛ばされるスローモーションや
ハ ン ドルを握ったオルセ ンの手首だけの写真を戦争の現実 というには幼稚すぎ
るし,逆 にいえばあまりにも極端な効果 を狙った演出過剰である。 したがって
その点をっいたFの 指摘は正 しかったのである。純粋な観察,見 張 りという純
粋な精神 としてのみ存在するのが自分 にとっての神だというポリュフェモスは
カメラを通 して現実を永遠化することによってみずか ら神になろうとした。(註
7)と ころがそれもコンピューターにとって変わられたことはすでにふれたこ
とである。
事件終了のその後 は例によってお定 まりの国家のコメン トである。すべて何
事 もな しという声明があるのみである。参謀総長が諜報機関の長官 と警察署長
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を射殺させた,か れらに政府転覆 と国家裏切 りの意図があったという理由と兵
器の実験射爆場の存在の否定である。無事に帰国したFは 論理学者Dの 読みあ
げる新聞記事 によってそのことを知るのである。最後にひとこと論理学者Dは
女性カメラマンにいう,「運がよかったな」 と。
4
女性カメラマ ンFの 役割の変化 について は,彼 女のアフ リカ行 きが始 まる前
に論理学者Dの 分析 によって指摘 された ことで あった。 しか しこれ まで見て き
た 「見張 ること」 と 「見張 られ ること」の永遠の循環 に対 して もDは,そ れが
陳腐な論理的相互作用 にすぎない と既 に述べているのであ る。彼が論理学 に関
わ ってい るのは,論 理が 「すべて現実の彼方にあって,且 つまた どの ような実
存的欠陥か らも免れている」か らであるとい う(S.18)。それ ゆえに 「このこ
とが現実 に移 されるな らば恐 ろしい働 きをす る」 ことも彼 には分 かっている。
山のなかに住むDの 家 を望遠鏡 で覗 く連中 を覗 きか えすD,そ してDに 覗 き
かえされていることに気 まずい思いをする人々のエ ピソー ドも人工衛星 による
国家間同士の見張 り合 いもその本質 においてなんら変 わる ところがないのであ
る。見張 られている と知った時 の人間の不快感 は,国 家 の場合 の戦争 に拡大す
る危険性 に相当す る。対象化 され ることはいってみれ ば物質化 され るにひ とし
い。実戦射爆場の地下室でFが 見 た自動制御 される無数 の監視モニ ターの列 は
現代 のわれわれ にとって見慣れた情景であ り,サ イエンス ・フィクションの世
界 をはるか に離れて しまった事実 なので ある。地球 の上空 を飛び交 う世界各国
の人工衛星や錯綜す る電波やその他 の情報手段 の伝 えるもろもろのデー タは,
記号化 され たわれわれ人間そのものである。 しか しそれだか らとい ってこの物
語が科学万能主義への警鐘であるな どとは遅 きにす ぎるものである。 そ ういっ
た要素がな きにしもあ らずであるが この作 品 は1986年の ものであ る。見 る とい
うこと,見 張 るとい うことが これ まで もっていた人間固有 の感覚 を科学的な志
向のために失 ってきたことが この作品 を通 してうかがえることができるのであ
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る 。
註
こ こ に使 用 した テ キ ス トはFriedrichDtirrenmatt「DerAuftragoderVom
BeobachtendesBeobachtersderBeobachterNovelleinvierundzwanzig
StitzenＬDiogenesVerlagZUrich1986によ る。 な お 文 中 の ペ ー ジ 数 もす べ て これ
に よ る も の で あ る 。
註1拙 稿 「フ リー ド リ ヒ ・デ ュ レ ン マ ッ トの 小 説 「約 束 」 に つ い て 」(明 治 大 学 教
養 論 集1987年 通 巻198号 参 照 。)
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註4
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註7
テキス ト版の裏表紙のデュレンマットの言葉による。
実際には東西両陣営 という単純な対立ではな く,東同士や西同士,並 びに同
一国家の兵器すら入 り乱れている。(S.97)。
多 くのカメラマンが各国からやって きていることは後でふれるが,最 後のこ
の場面では一種 シュール リアリスティックな効果を発揮 している。
テキス、トS.118
アキレスの他にもデュレンマットの作品にはある共通性 をそなえた人物が登
場する。例えば 「嫌疑」(1951年)では殺害寸前の主人公 を救いだす強制収容
所からの生還者で永遠のユダヤ人ガリヴァー,「約束」(1958年)で殺人命令
の天の声を聞 くアルベル トヒエン等。これについて稿 を改めたい。
テキス トS.110
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